
宇都宮スマートシティモデル推進計画（Uスマート推進協議会） １
国内初の全線新設軌道のLRTを軸として
「モビリティ（AI運行・自動運転等）× ホスピタリティ（５G・生体認証等）× エネルギー（地域新電力・VPP等）」
⇒ だれもが自由に移動でき、便利で楽しく過ごせる、クリーンなまち 『地域共生型スマートシティ』

■本事業全体の概要

■対象区域の概要
○宇都宮市全域を対象
○４１６．８５㎢
○５１９，２７７人

（R1.12.1）

■位置図

宇都宮市

■対象区域のビジョン
あらゆる分野において，ＩＣＴ等の
先進技術を賢く活用し，誰もが幸せ
に暮らすことのできる「地域共生型のス
マートシティ」を目指す。

■スマートシティの目標
(KPIの設定)

ルネッサンス

大谷

スマート
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●大谷地域の観光客年間入込客数
【現状】７７万人

⇒ 【目標】９３万人

●公共交通利用者数
【現状】3,351万人

⇒ 【目標】3,500万人

●中心市街地の歩行者数
・自転車通行量（平日）
【現状】9,332人／日

⇒ 【目標】9,700人／日

●地域PPSによる再エネの
地産地消によるCO2削減
【現状】ゼロ

⇒ 【目標】7,800t-CO2/年



宇都宮スマートシティモデル推進計画（Uスマート推進協議会） ２
運営体制

ビジネスモデル

ＡＩ等による地域内交通における持続可能なモデルのイメージスマートホスピタリティに係るマネタイズのイメージ

●利便性向上による収益率の確保 <イメージ>

取組の全体像



宇都宮スマートシティモデル推進計画（Uスマート推進協議会） ３
■先進的技術の導入に向けた取組内容と実装に向けたロードマップ



宇都宮スマートシティモデル推進計画（Uスマート推進協議会） ４

宇都宮全域での
MaaS導入による
移動の円滑化

観光型MaaSなど
大谷地域における
回遊性の向上

センシング技術・
データの活用による
災害に強いまちづくり

センシング技術による
子どもの見守り

５Ｇを活用した
スポーツ観戦

サイネージや
顔認証による

おもてなしの充実

多様な交通手段を
組み合わせた
移動環境の充実

太陽光発電やＥＶ，
蓄電池を活用した
災害対応力の強化

ＩＣＴを活用した
よりきめ細かな教育

環境にやさしい
モビリティ等の
ゼロカーボン化

データやセンサー
による高齢者の見守り様々な分野での

ドローン活用

今後実施する実証実験等の検証を踏まえ，４つのテーマにおける新たな実証実験を行うとと
もに，「安全・安心」，「保健福祉」，「教育」，「経済」など，様々な分野への拡大を進め，先進
技術の社会実装による「地域共生型スマートシティ」の実現を目指していく。
赤枠・・・４つの取組テーマ 青枠・・・将来的な他分野への展開イメージ

■宇都宮市が目指す「地域共生型スマートシティ」の姿


